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ぼくらがあわてて、ポーラのほうへ近づいた瞬間、ポーラの頭が水面にプカリと浮かんだ。
「けほっ……水飲んじやったけど……わたし、泳げるみたい……?」(HPマイナス2)
ポーラは、不思議そうな顔で、水をかいている自分の手足を見つめる。
「もしかして、さっき装備した輝きのコインのおかげかしら……?」
(防御力をアップさせるコインなら、そんなこともあるのかも知れない。ぼくらはひとまず
納得して、深い泥沼を泳いで渡った。
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続いて、ポーラがPKファイアーをおみまいした。炎がゲップーを巻きこむ。そこヘジァ
フがバンバンガンを撃つ!ゲップーは何もできず、あいかわらずもだえているだけだ。ぼ
くは、とどめとばかりに、バットをゲップーに振りおろした!
「ぐわ-ぐええええぷつ〓
断末魔の叫び声をあげて、ゲップーは退散した。ぼくたちは勝ったんだ。とはいえ、最後
のゲップはとっても臭く、ぼくたちが受けたダメージも小さいものじゃなかった。(HPマイ
ナス2)。でも、この戦いの中で、ぼくは催眠術を、ポーラはpKフリーズを覚えた。

